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・ 日本会計研究学会スタディ・グループ『非営利組織体の会計――平成１３年度最終報告――』日本会計研究学会
第 60 回大会、2001 年 9 月
・吉田寛、原田富士雄（編）『公会計の基本問題』森山書店、1989 年
・吉川満（監修）、市川拓也『公益法人制度改革と新たな非営利法人制度』、財経詳報社、2005 年
・Anthony,R.N., FASB Research Report, Financial Accounting in Nonbusiness Organizations;, May 1978
・FASB, Statements of Financial Concepts No.1, Objectives of Financial Reporting by Business Enterprises, November 1978
  〔平松和夫、広瀬義州（訳）『FASB 財務会計の諸概念［増補版］』中央経済社、2002 年〕
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